
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開
会
に
あ
た
っ
て
呼
び
か
け
人
共
同
代
表
の
福

田
護
弁
護
士
は
「
安
倍
総
理
は
憲
法
９
条
に
自
衛

隊
を
明
記
す
る
と
発
言
、
先
の
衆
院
選
の
選
挙
公

約
に
も
上
げ
た
。
す
で
に
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

強
行
採
決
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
を
受

け
れ
ば
日
本
を
防
衛
す
る
と
言
っ
て
ア
メ
リ
カ
と

一
緒
に
な
っ
て
戦
争
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

専
守
防
衛
で
は
な
く
集
団
的
自
衛
権
行
使
で
『 

 
安
保
法
制
を
憲
法
化
』
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

憲
法
七
〇
周
年
を
迎
え
た
今
年
は
古
希
と
い
え
る

が
、
日
米
軍
事
一
体
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
北
朝
鮮

と
対
立
し
危
険
な
状
態
が
連
日
、
報
道
さ
れ
て
い

る
。
い
ま
平
和
か
戦
争
す
る
国
か
の
分
か
れ
道
。
私

た
ち
は
人
を
殺
し
・
殺
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め

に
、
戦
争
に
加
担
し
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の

意
志
を
全
国
三
〇
〇
〇
万
人
署
名
に
心
を
込
め
て

一
緒
に
展
開
し
て
い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

参
加
者
は
百
十
名
。 

▼
講
演
…
永
山
茂
樹
氏
（
東
海
大
学
教
授
） 

永
山
茂
樹
講
師
は
「
な
ぜ
安
倍
総
理
は
乱
暴
な
衆
院

解
散
を
選
択
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
こ
の
ま
ま
で
は

市
民
と
野
党
の
共
闘
関
係
が
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ

と
を
恐
れ
た
か
ら
と
言
え
る
。」
と
前
置
き
し
、 

  

十
二
月
十
八
日
（
月
）
、
横
浜
市
内
に
お
い
て
「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
神
奈
川
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン 

１

２
・
１
８
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
（
主
催 

戦
争
を
さ
せ
な

い
神
奈
川
の
会
）
が
開
催
さ
れ
、
三
〇
〇
〇
万
人
署

名
を
成
功
さ
せ
、
「
改
憲
の
発
議
を
さ
せ
な
い
」
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

２０１7 年１２月１８日 (月) 

# ２２８ 写真ニュース   

安倍９条改憲ＮＯ! 神奈川市民アクション 

12..８キックオフ集会 

：社民党神奈川 教育宣伝委員会発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
自
・
公
で
三
分
の
二
の
議
席
を
許
す
結
果
に
な

っ
た
が
市
民
と
野
党
と
の
関
係
は
残
っ
た
。
安
倍

総
理
は
、
今
度
は
一
月
か
ら
始
ま
る
通
常
国
会

（
主
に
予
算
審
議
）
に
『
憲
法
改
正
』
を
提
起
す

る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
安
倍
総
理
は
任
期
中
に
ど

う
し
て
も
『
改
憲
』
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い

に
駆
ら
れ
て
、
あ
る
意
味
追
い
込
ま
れ
て
い
る
結

果
だ
。
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
永
山
氏
は
「
安

倍
改
憲
の
四
本
柱
」
と
し
て
①
９
条
改
憲 

➁
教

育
無
償
化 

➂
参
院
の
都
道
府
県
代
表 

➃
緊
急

事
態
条
項
を
あ
げ
、
勿
論
９
条
改
憲
が
主
な
論
点

に
な
る
が
、
問
題
な
の
は
、
緊
急
事
態
要
項
で
内

閣
が
緊
急
事
態
を
宣
言
す
れ
ば
国
会
の
立
法
権

を
横
取
り
し
、
国
民
の
人
権
を
停
止
し
、
予
算
を

は
じ
め
と
す
る
財
政
の
権
限
を
内
閣
が
奪
い
、
地

方
自
治
を
停
止
、
解
散
・
選
挙
は
し
な
い
。
戦
争

法
を
動
か
す
時
に
必
要
な
国
会
の
承
認
を
国
民

無
視
。
な
ん
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
し
、
安
倍
政
権
が
そ
の
項
目
が
ス
リ
ム
化
さ
れ

て
も
、
そ
れ
は
次
の
改
憲
議
論
に
期
待
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
」
と
危
険
な
安
倍
政
権
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。 

    

参
加
者
は
一
一
〇
名
で
し
た
。 

▶永山茂樹氏 講演要旨（レジュメ参考）◀ 

〇 憲法９条改憲について 

 憲法９条に明記される自衛隊は、２０１５年「戦争法」で拡大した自衛隊。 

 自衛隊の任務に「国際平和のために」を書くのは海外派兵の憲法化。 

 憲法で自衛隊の存在を正当化すると軍に「公共性」を認めることになる＝

「軍」を理由にした人権や民主主義の制限、予算の配分（バターより大砲）。 

〇 教育の無償化 

 教育の無償化は現行憲法のままで実現でき、改憲の必要性はない。 

 改憲案は実質有償化、無償化は自民・維新の選挙公約であったはず。文科 

省の言いなりにならない学校に対しては国庫助成をしない内容。改憲は国 

家による教育統制につながるので危険。 

〇 参議院の都道府県代表化 

 投票価値の不平等（格差）を生む。すべての都道府県から参院議員を選出 

するなら、議員定数を増やせばよい。一人区は党利党略の何ものでもない。 

〇 緊急事態条項 

 唯一、現行憲法で対応できないのは戦争する時の国家緊急権。「緊急時は解 

散しない・選挙はしない」は戦前の挙国一致体制を意味。国会の立法権を 

内閣が奪い予算も内閣が奪い、地方自治の停止を許す内容、危険である。 

＝行動提起＝（小原慎一戦争をさせない神奈川の会事務局長） 

▶当面の行動として、かながわ憲法フォーラム、憲法を守る神

奈川の会、神奈川人権センター、神奈川平和運動センター４団

体と９条の会、そして市民運動の皆様と連帯して３０００万人

署名を全国の仲間と連帯し職場で、街頭で、知人・友人など色々

な手段で展開し、改憲の発議をさせないために成功させよう。 

 


